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2拓水704号（2015年６月）

表紙の言葉

　淡路島全域を舞台にした「淡路花博2015花みどりフェア」
は３月21日に開幕し、72日間の会期を終え５月31日に閉
幕しました。期間中の来場者数は目標であった300万人を
超える356万７千人を記録し、予想を大幅に上回るものと
なりました。
　今回のフェアは、2000年の「ジャパンフローラ2000（淡
路花博）」の15周年記念事業として、「人と自然の共生のス
テージ」をテーマに、「あわじ環境未来島構想」の取組み
や淡路島を中心とした兵庫の多彩な「食」をアピールする
ものでした。淡路島内３か所の拠点会場や43カ所のサテ
ライト会場では300を超える催しが開かれ、連日、多くの
観光客が訪れました。

「淡路花博2015」（淡路市）

No.704   June. 2015

　

漁
家
に
生
ま
れ
て
○
十
年
。
私
が
思
う
漁
家
に
あ
り
が
ち
な
事
を
挙
げ
て

み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

【
お
家
編
】

其
の
一

　

普
段
の
テ
レ
ビ
チ
ャ
ン
ネ
ル
権
は
私
た
ち
に
あ
り
、
ヤ
○
坊
マ
○
坊
天
気

予
報
を
見
た
か
っ
た
が
、
父
の
夜
７
時
前
Ｎ
○
Ｋ
天
気
予
報
へ
の
信
頼
は
絶

対
の
た
め
無
条
件
で
変
え
ら
れ
る
。
初
め
て
ヤ
○
坊
天
気
予
報
を
見
た
時
は
ち
ょ
っ
と
う
れ
し
か
っ
た
。

父
が
亡
く
な
っ
た
後
、
実
家
は
も
ち
ろ
ん
、
私
も
無
意
識
の
う
ち
に
Ｎ
○
Ｋ
に
合
わ
せ
て
い
る
。

其
の
二

　

日
本
茶
、
紅
茶
と
は
ち
ょ
っ
と
違
う
「
骨
茶
」
と
い
う
飲
み
物
か
食
べ
物
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
お
い
し

い
も
の
を
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
よ
く
食
べ
た
。
魚
以
外
＝
「
す
ご
い
ご
馳
走
」
で
あ
っ
た
が
、
外

で
魚
を
食
べ
た
時
に
、
い
つ
も
食
べ
て
い
た
魚
の
お
い
し
さ
を
知
っ
た
。
新
鮮
な
魚
は
、
料
理
セ
ン
ス
ゼ

ロ
の
私
で
も
、
そ
こ
そ
こ
お
い
し
く
炊
け
る
（
…
と
思
っ
て
い
る
）。

其
の
三

　

私
は
メ
イ
タ
ガ
レ
イ
を
〆
る
こ
と
だ
け
は
で
き
た
が
、
漁
家
の
子
ど
も
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
必
ず
魚
を

捌
け
る
わ
け
で
無
い
ば
か
り
か
、
生
き
た
魚
を
触
る
こ
と
も
不
得
意
だ
っ
た
。
し
か
し
、
お
陰
さ
ま
で
、

ア
ジ
、サ
バ
、イ
ワ
シ
は
捌
け
る
よ
う
に
な
っ
た
私
が
悪
戦
苦
闘
し
、全
く
見
栄
え
の
し
な
い
刺
身
を
作
っ

た
時
、
父
は
「
こ
れ
だ
け
で
き
た
ら
上
出
来
や
」
と
恥
ず
か
し
く
な
る
ほ
ど
最
大
級
で
褒
め
て
く
れ
、
横

で
母
は
「
私
が
き
ち
ん
と
教
え
て
た
ら
…
。」
と
た
め
息
を
つ
き
、「
お
義
父
さ
ん
甘
や
か
し
す
ぎ
」
と
つ

ぶ
や
い
た
人
も
い
る
。

【
お
外
編
】

其
の
一

　

夏
。
時
々
、
海
に
放
り
込
ま
れ
る
。
悪
い
事
し
て
い
な
い
の
に
…
。「
あ
せ
も
」
が
き
れ
い
に
治
る
。

愛
を
感
じ
る
荒
療
治
。

其
の
二

　

三
宮
で
一
緒
に
ラ
ン
チ
を
食
べ
た
友
達
が
私
に
尋
ね
た
。

　
　

友
：「
ヨ
ウ
シ
ョ
ク
と
い
え
ば
何
？
」

　
　

私
：「
そ
う
や
ね
～
。
ノ
リ
か
な
あ
」

　
　

友
：「
…
。（
無
言
）」

　
　

私
：（
そ
う
か
、
兵
庫
県
が
ノ
リ
生
産
の
盛
ん
な
こ
と
を
知
ら
な
い
の
だ
！
）「
ハ
マ
チ
か
な
。」

　
　

友
：「
お
父
さ
ん
が
漁
師
さ
ん
だ
も
ん
ね
。
そ
う
な
る
よ
ね
。」

　
　

私
：「
？
？
？
」

　

他
の
友
達
の
答
え
は
、そ
の
時
食
べ
て
い
た
ビ
ー
フ
シ
チ
ュ
ー
、オ
ム
ラ
イ
ス
な
ど
。あ
～
恥
ず
か
し
い
。

　

質
問
の
ヨ
ウ
シ
ョ
ク
は
洋
食
で
あ
っ
て
、
養
殖
で
は
な
か
っ
た
。
ど
う
せ
な
ら
、
養
殖
地
で
は
な
い
が

有
数
の
輸
出
港
で
あ
る
神
戸
だ
け
に
、
な
ぜ
「
真
珠
」
と
言
え
な
か
っ
た
の
か
と
思
う
と
残
念
…
。

　

厳
し
い
自
然
と
対
峙
し
て
い
る
時
の
漁
業
者
は
、
イ
カ
ツ
く
て
怖
く
見
え
る
が
そ
れ
も
当
り
前
と
私
は

思
う
。
で
も
、
海
を
離
れ
る
と
、
や
さ
し
く
て
シ
ャ
イ
で
頼
り
が
い
が
あ
っ
て
男
前
で
…
。
ち
ょ
っ
と
褒

め
す
ぎ
た
か
な
？

　
　

漁
師
：「
ま
ぁ
～
い
っ
こ
ち
ゃ
な
。」

　
　

私
：「
は
ぁ
ま
。」

～
ず
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
～
（
よ
う
そ
ろ
と
は
航
海
用
語
で「
宜
し
く
候
」の
意
。

 

主
に
船
を
直
進
さ
せ
る
と
き
の
号
令
と
し
て
使
わ
れ
る
）

漁
家
あ
る
あ
る
。
な
い
な
い
？

一
般
財
団
法
人 

兵
庫
県
水
産
振
興
基
金 

主
任　

藤　

澤　

 　

文

	 ２	 ようそろ
	 ３	 平成27年度	通常総代会開催される（内海漁保）
	 	 平成27年度	摂播漁青連	通常総会
	 ４	 平成27年度	淡路地区漁協青壮年部通常総会
	 	 平成27年度	淡路地区漁協女性部連合会通常総会・研修会
	 ５	 オーストラリア牡蠣養殖技術セミナー・交流会を開催
	 	 ＮＰＯ豊かな森川海を育てる会総会
	 ６	 ＬＯＶＥ	ＳＥＡ丼に新展開
	 	 但馬の魚の提供と兵庫県立大学への食材提供開始
	 ７	 生サワラ丼の振舞い（淡路島サワラ食文化推進協）
	 	 ガザミふやそう会	会員募集
	 ８	 （公社）瀬戸内海環境保全協会	定時総会
	 ９	 命を守る運動海上安全講習会
	 10	 大輪田塾	第11期生	募集
	 	 海難事故をなくそう
	 11	 兵庫JCC通信
	 12	 旬に想う
	 	 大輪田塾だより
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５
月
27
日
（
水
）、
神
戸
市
内
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
兵
庫
県
内
海
漁

船
保
険
組
合
平
成
27
年
度
通
常
総
代
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
山
田 

隆
義
組
合
長
は
先
ず
「
総
代
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
で
順
調
に
事
業
が
推
進
出
来
て
い
る
こ
と
に
深
く
感
謝
し
ま
す
」
と

述
べ
た
あ
と
、「
平
成
26
年
度
事
業
に
つ
い
て
、
管
内
35
漁
業
協
同
組
合

の
ご
協
力
に
よ
り
全
船
義
務
加
入
が
成
立
し
、
剰
余
金
を
計
上
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
平
成
29
年
４
月
に
は
漁
船
保
険
中
央
会
を
含
め
た
漁
船
保
険

全
国
一
元
化
組
織
の
実
現
を
目
指
し
、
現
在
ま
で
漁
船
保
険
組
織
統
合
準

備
委
員
会
を
９
回
開
催
し
、
協
議
し
た
内
容
に
つ
い
て
取
り
纏
め
を
お
こ

な
っ
て
お
り
、
本
年
6
月
の
漁
船
保
険
中
央
会
総
会
で
の
審
議
を
経
て
、

委
員
会
に
か
わ
る
新
た
な
検
討
会
を
設
置
し
、
継
続
し
て
協
議
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
」
と
情
勢
報
告
を
交
え
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、
来
賓
代
表
と
し
て
、
小
林
孝
司
水
産
課
長
か
ら
祝
辞
を
頂

戴
し
た
後
、総
代
米
岡
清
一
氏
（
南
あ
わ
じ
漁
協
）
が
議
長
に
選
任
さ
れ
、

提
出
議
案
の
「
第
１
号
議
案
平
成
26
年
度
業
務
報
告
書
等
の
承
認
に
つ
い

て
」、「
第
2
号
議
案
平
成
27
年
度
事
業
計
画
書
の
承
認
に
つ
い
て
」、「
第

３
号
議
案
平
成
27
年
度
役
員
報
酬
額
の
承
認
に
つ
い
て
」、「
第
4
号
議
案

定
款
及
び
保
険
約
款
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」、「
第
５
号
議
案
字
句
一
部

修
正
に
つ
い
て
」、「
第
６
号
議
案
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
つ
い

て
」
の
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、
全
議
案
と
も
全
会
一
致
で
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選

で
は
、
理
事
10
人
、
監
事
３
人

の
全
員
が
再
任
さ
れ
、
組
合
長 

山
田 

隆
義(

Ｊ
Ｆ
神
戸
市)

、

副
組
合
長 

小
溝 

政
二
（
Ｊ
Ｆ

育
波
浦
）、
専
務
理
事 

沢
辺 

義
典
、
代
表
監
事 

西
尾 

満
義

（
Ｊ
Ｆ
浅
野
浦
）
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。

　
最
後
に
、
小
溝
副
組
合
長
が

「
新
た
な
気
持
ち
で
、
保
険
組

合
の
発
展
と
漁
業
者
の
た
め
に

精
進
し
、
新
組
織
が
漁
業
者
に

と
っ
て
よ
り
よ
い
組
織
と
な
る

よ
う
に
努
力
す
る
」
と
述
べ
、

閉
会
し
ま
し
た
。

挨拶を行う山田組合長

　
５
月
23
日
（
土
）、
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り

流
通
セ
ン
タ
ー
（
播
磨
町
）
に
お
い
て
、
摂

津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合

会
（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
の
平

成
27
年
度
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、
会
員
、

系
統
団
体
、
行
政
な
ど
の
関
係
者
約
60
名
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　
総
会
開
会
に
あ
た
り
大
西
会
長
が
「
昨
年

か
ら
始
め
た
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
を
今
年

も
展
開
し
て
い
く
」
と
挨
拶
、
続
い
て
来
賓

の（
一
社
）播
磨
漁
友
会 

井
上 

仁
会
長（
Ｊ

Ｆ
岩
見
）
か
ら
「
漁
業
は
厳
し
い
状
況
で
は

あ
る
が
、
日
々
進
歩
し
て
い
る
。
海
の
利
用

の
可
能
性
は
無
限
大
で
あ
り
、
希
望
を
持
っ

て
取
り
組
ん
で
い
っ
て
も
ら
い
た
い
」と
祝
辞

を
頂
き
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、平
成
26
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
、「
ガ

ザ
ミ
ふ
や
そ
う
会
」
の
運
営
・
計
画
な
ど

の
案
件
が
審
議
さ
れ
、
原
案
通
り
全
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
に
開
か
れ
た
学

習
会
で
は
、
医
療
機
器
メ
ー
カ
ー
の
日
本

光
電
関
西
㈱
の
森 

澄
孝
氏
よ
り
Ｃ
Ｐ
Ｒ

（
心
肺
蘇
生
法
）
に
つ
い
て
、
人
形
を
使
っ

た
実
習
も
交
え
て
詳
し
く
説
明
が
あ
り
、

参
加
者
は
操
作
手
順
な
ど
を
確
認
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

（ 

学
習
会
に
つ
い
て
は
、
９
頁
に
記
事
が
あ

り
ま
す
）

ビンゴ大会も行われ、会員相互の親睦も深めました

魚
食
普
及
活
動
の
さ
ら
な
る
拡
大
へ

　

～「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
」の
積
極
的
展
開
を
確
認
～

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

平成27年度 通常総代会開催される 兵庫県内海漁船保険組合
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
５
月
23
日（
土
）、

淡
路
水
産
セ
ン

タ
ー
に
て
、
平
成

27
年
度
淡
路
地
区

漁
協
女
性
部
連
合

会
通
常
総
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
会
員
の
う

ち
、
９
会
員
（
１

委
任
状
）
23
名
と

県
洲
本
農
林
水
産

振
興
事
務
所 

山

下 

正
晶
所
長
補

佐
、(

一
社
）淡
路
水
交
会 

東
根 

壽
会
長
、

Ｊ
Ｆ
兵
庫
信
漁
連 

里 

昭
彦
専
務
は
じ
め

来
賓
11
名
の
出
席
の
も
と
、
平
成
26
年
度

事
業
報
告
及
び
収
支
決
算
、
同
27
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
規
約
の
変
更
、

役
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
新
役
員
が
承
認

さ
れ
滞
り
な
く
終
了
し
ま
し
た
。

　
総
会
の
後
、
天
然
石
け
ん
の
エ
ス
ケ
ー

石
鹸
㈱ 

鈴
木 

浩
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
わ

か
し
お
せ
っ
け
ん
は
海
を
ま
も
る
～
せ
っ

け
ん
と
合
成
洗
剤
の
違
い
～
」
を
テ
ー
マ

に
、
合
成
洗
剤
と
天
然
石
け
ん
を
比
較
し

た
映
像
な
ど
を
見
て
家
庭
で
取
り
組
め
る

環
境
改
善
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
汚
れ
た
換
気
扇
の
フ
ィ
ル

タ
ー
や
食
べ
こ
ぼ
し
が
残
る
衣
類
、
茶
渋

の
つ
い
た
急
須
の
汚
れ
を
取
る
実
演
を
行

い
ま
し
た
。
汚
れ
た
部
分
を
こ
す
ら
ず
に

液
体
石
け
ん
を
混
ぜ
た
水
に
漬
け
置
き

し
、
1
時
間
ほ
ど
置
く
と
、
汚
れ
は
き
れ

い
に
落
ち
ま
し
た
。
合
成
洗
剤
の
よ
う
に

強
力
な
成
分
が
入
っ
て
い
な
い
の
に
と
参

加
者
は
天
然
石
け
ん
の
効
果
に
驚
い
て
し

て
い
ま
し
た
。
ま
ず
家
庭
か
ら
生
活
の
場

で
あ
る
海
を
守
る
こ
と
に
励
む
こ
と
を
学

び
ま
し
た
。

　
淡
路
島
で
は
天
然
石
け
ん
の
推
進
運
動

が
盛
ん
で
す
が
、
ま
だ
普
及
の
余
地
が
あ

り
ま
す
。
洗
濯
用
や
食
器
用
も
多
数
取
り

揃
え
が
あ
り
ま
す
が
、
浴
用
や
化
粧
品
も

商
品
が
多
く
、
も
ち
ろ
ん
体
に
も
環
境
に

も
優
し
い
も
の
ば
か
り
だ
と
説
明
さ
れ
、

女
性
部
の
皆
さ
ん
の
関
心
は
と
て
も
高
く

熱
心
に
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

【
新
役
員
の
ご
紹
介
】⃝
会
長 

森
武
美（
Ｊ

Ｆ
福
良
・
再
任
）
⃝
副
会
長 

松
帆
悦
子

（
Ｊ
Ｆ
淡
路
島
岩
屋
・
再
任
）、
菅
す
み
子

（
Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ
）
⃝
理
事 

長
岡
ひ
ふ
み

（
Ｊ
Ｆ
津
名
）、
来
田
浩
己
（
Ｊ
Ｆ
仮
屋
）、 

森　
成
美
（
Ｊ
Ｆ
森
）、
河
野
久
己
（
Ｊ

Ｆ
浅
野
浦
）
●
監
事 

小
溝
ひ
と
み
（
Ｊ

Ｆ
育
波
浦
）、
伊
藤
孝
子
（
Ｊ
Ｆ
沼
島
）

 

（
順
不
同
、
敬
称
略
）鈴木講師の講演

平成27年度 淡路地区漁協女性部連合会通常総会・
 研修会 淡路地区漁協女性部連合会

　
５
月
29
日
（
金
）
洲
本
市
内

の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
淡
路
地

区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会
（
山

崎 

大
輔
会
長
：
Ｊ
Ｆ
淡
路
島

岩
屋
）
の
平
成
27
年
度
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
、会
員
、行
政
、

系
統
団
体
か
ら
約
70
名
の
出
席

が
あ
り
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
山
崎
会
長
は

挨
拶
を
行
い
、「
ア
サ
リ
天
然

採
苗
や
料
理
教
室
な
ど
多
く
の

事
業
を
こ
な
し
、
充
実
し
た
１

年
で
あ
っ
た
と
思
う
。
今
年
度

は
昨
年
を
超
え
る
勢
い
で
行
い

た
い
」
と
積
極
的
な
事
業
展
開

に
意
欲
を
み
せ
ま
し
た
。
議
事

は
谷
副
会
長
（
Ｊ
Ｆ
南
あ
わ
じ
）

を
議
長
に
選
出
し
進
め
ら
れ
、

平
成
26
年
度
の
事
業
で
は
、
淡
路
島
内
で
ア
サ
リ
天
然
採
苗
試
験
の
結
果
や
、
コ
ー
プ

こ
う
べ
会
員
や
地
元
小
学
生
を
対
象
と
し
た
料
理
教
室
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
な
ど
の
活
動

内
容
が
報
告
さ
れ
た
ほ
か
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
な
ど
の
全
議
案
が
審
議
・
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
の
学
習
会
で
は
、
神
戸
運
輸
監
理
部
海
上
安
全
環
境
部 

筒
井 

宣
利

調
整
官
よ
り
「
海
中
転
落
防
止
と
救
命
衣
着
用
の
必
要
性 

～
生
き
抜
く
た
め
に
～
」

と
題
し
、
救
命
衣
（
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
）
の
有
用
性
や
、
転
落
時
に
漁
船
に
乗
り

込
む
の
に
有
効
な
縄
梯
子
の
結
び
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
実
際
に

ロ
ー
プ
を
使
い
縄
梯
子
の
編
み
方
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

（
学
習
会
に
つ
い
て
は
９
頁
に
記
事
が
あ
り
ま
す
）

挨拶を行う山崎会長

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会

「
平
成
27
年
度 

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部

 
通
常
総
会
」
開
催
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特
定
非
営
利

活
動
法
人
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
）
豊
か
な

森
川
海
を
育
て

る
会
（
島
本
信

夫
会
長
・
62
会

員
）の
総
会
が
、

５
月
９
日（
土
）

午
後
、
神
戸
市

勤
労
会
館
で
行

わ
れ
、
平
成
26

年
度
事
業
報

告
、
27
年
度
事

業
計
画
な
ど
提

案
さ
れ
た
５
議
案
は
何
れ
も
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
役
員

改
選
で
は
島
本
会
長
ほ
か
留
任
４
名
、

新
任
３
名
（
う
ち
監
事
１
名
）
が
選
任

さ
れ
ま
し
た
。
委
任
状
を
含
む
42
会
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
は
、
森
林
、
河
川
、
海
域
が

縦
割
り
的
に
管
理
さ
れ
る
な
か
、
流
域

住
民
、
市
民
団
体
、
研
究
者
、
事
業
者
、

行
政
機
関
な
ど
多
様
な
主
体
と
協
働
し

な
が
ら
、
流
域
を
巡
る
物
質
循
環
の
バ

ラ
ン
ス
を
回
復
さ
せ
、
健
全
で
豊
か
な

流
域
環
境
の
再
生
と
保
全
を
図
る
こ
と
。

そ
し
て
次
世
代
に
豊
か
で
美
し
い
国
土

を
継
承
し
、
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
23
年

９
月
に
設
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。
住
吉

川
で
魚
道
設
置
に
取
り
組
み
稚
ア
ユ
遡

上
の
復
活
に
努
め
る
ほ
か
、
六
甲
山
域

で
植
樹
や
除
伐
活
動
、
河
口
干
潟
で
海

岸
清
掃
、
生
き
物
観
察
会
な
ど
地
域
住

民
と
と
も
に
里
海
づ
く
り
を
め
ざ
す

等
々
幅
広
く
活
動
し
て
お
り
、
Ｊ
Ｆ
グ

ル
ー
プ
関
係
者
も
様
々
な
行
事
に
参
加

し
て
い
ま
す
。

　
総
会
の
あ
と
「
環
境
保
全
と
合
意
形

成 

～
協
働
と
主
体
形
成
に
向
け
た
プ

ロ
セ
ス
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
理
論
と
技

術
～
」
と
題
し
て
、
神
戸
市
立
工
業
高

等
専
門
学
校
都
市
工
学
科
講
師 

高
田 

知
紀
氏
に
よ
る
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
を

図
る
上
で
、
地
域
住
民
や
行
政
や
専
門

家
等
々
多
様
な
主
体
の
協
働
を
ど
の
よ

う
に
実
現
す
る
か
は
大
き
な
課
題
で
あ

り
、
例
え
ば
、
公
園
づ
く
り
で
も
行
政

と
住
民
の
間
に
は
「
創
り
手
」
と
「
使

い
手
」
で
視
点
が
異
な
る
。
焼
却
炉
を

造
る
の
も
総
論
賛
成
、
各
論
反
対
は
常

に
あ
り
、
多
数
決
方
式
で
も
意
志
決
定

に
は
限
界
が
あ
る
。
合
意
形
成
に
は
賛

否
の
意
見
の
違
い
よ
り
、「
何
故
賛
成

か
、
な
ぜ
反
対
か
」
と
い
う
意
見
の
本

質
か
ら
掘
り
下
げ
、
共
有
可
能
な
価
値

を
掘
り
起
こ
す
こ
と
か
ら
始
ま
る
…
と

い
う
。
漁
業
漁
村
で
は
合
意
形
成
を
求

め
ら
れ
る
場
面
が
多
々
あ
り
、
そ
の
難

し
さ
は
誰
し
も
知
っ
て
い
る
。
や
や
も

す
れ
ば
多
数
決
で
進
み
が
ち
な
現
社
会

の
合
意
形
成
の
在
り
方
に
警
鐘
を
鳴
ら

す
興
味
深
い
話
し
で
し
た
。

ＮＰＯ豊かな森川海を育てる会総会終わる
（一財）兵庫県水産振興基金

　
国
内
外
で
養
殖
カ
キ
の
品
質
が
良
く
高

い
評
価
を
受
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、

東
日
本
大
震
災
で
壊
滅
的
な
打
撃
を
受
け

た
カ
キ
養
殖
と
、
年
々
減
少
す
る
漁
業
者

数
に
歯
止
め
が
掛
か
ら
な
い
日
本
の
現
状

に
少
し
で
も
貢
献
で
き
れ
ば
と
、
全
国
の

カ
キ
産
地
を
訪
問
し
、
技
術
交
流
や
人
的

交
流
を
と
お
し
て
支
援
す
る
「
長
期
的

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
の
構
築
を
図
っ
て

お
り
、
す
で
に
宮
城
県
、
東
京
都
、
広
島

県
な
ど
で
も
同
様
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
５
月
13
日
（
水
）、
県
内
で

カ
キ
養
殖
を
行
っ
て
い
る
生
産
者
や
試
験

的
に
カ
キ
養
殖
に
取
り
組
ん
で
い
る
生
産

者
を
対
象
に
、
同
国
の
カ
キ
養
殖
の
方
法

や
技
術
な
ど
を

紹
介
し
意
見
を

交
わ
す
「
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
牡

蠣
養
殖
技
術
セ

ミ
ナ
ー
・
交
流

会
」
が
Ｊ
Ｆ
赤

穂
市
会
議
室
で

開
催
さ
れ
、
カ

キ
生
産
者
の
ほ

か
Ｊ
Ｆ
・
行
政

の
担
当
者
ら
約

70
名
が
集
ま
り

ま
し
た
。

　
同
国
の
カ
キ 

養
殖
業
者“
セ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ 
カ
ル
チ
ャ
ー
”

の
ス
コ
ッ
ト 

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
る

と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
３
種
類
の
カ

キ
が
養
殖
さ
れ
、
マ
ガ
キ
は
１
９
４
７
年

に
日
本
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

恵
ま
れ
た
海
域
環
境
と
そ
の
保
全
が
行
わ

れ
る
と
も
に
、
自
動
化
さ
れ
た
養
殖
技

術
、
安
定
し
た
生
産
で
海
外
へ
輸
出
も
行

う
種
苗
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
同
国
の
高
品

質
な
カ
キ
は
97
％
が
殻
つ
き
で
、
マ
ガ
キ

は
２
０
１
３
年
度
で
は
約
８
、１
０
０
ト

ン
の
生
産
量
が
あ
る
そ
う
で
す
。
質
疑
応

答
で
は
、
養
殖
環
境
や
稚
貝
な
ど
に
つ
い

て
多
く
の
質
問
が
あ
り
、
終
了
後
に
も
個

別
に
質
問
す
る
漁
業
者
の
姿
が
見
受
け
ら

れ
、関
心
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連 

広
報
部

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
牡
蠣
養
殖
技
術
セ
ミ
ナ
ー
・

交
流
会
を
開
催  

～
西
播
地
区
の
カ
キ
生
産
者
と
意
見
を
交
わ
す
～

「日本のカキ養殖の発展に貢献したい」とするパーキンソン氏
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会

（
大
西 

正
起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保 

以
下
、
摂
播
漁
青

連
）
が
関
西
学
院
大
学
生
協
と
の
連
携
で
始
ま
っ
た

「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
」
の
取
組
み
は
、
こ
れ
ま
で

摂
津
播
磨
地
区
の
水
産
物
を
提
供
し
、
人
気
商
品
と

な
っ
て
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
兵
庫
県
立
大
学
（
姫

路
キ
ャ
ン
パ
ス
）
の
食
堂
で
も
食
材
提
供
が
始
ま
り

ま
し
た
。
同
大
で
は
、
海
や
漁
業
へ
の
理
解
を
求
め

る
手
作
り
ポ
ス
タ
ー
を
作
製
し
Ｐ
Ｒ
し
た
初
お
目
見

え
の
「
い
か
な
ご
釜
揚
げ
丼
」
は
４
月
22
日
（
水
）

～
24
日（
金
）の
３
日
間
す
べ
て
で
早
々
に
完
売
と
、

好
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　
た
だ
、
こ
の
取
り
組
み
は
、
こ
れ
ま
で

同
会
が
旬
の
水
産
物
を
確
保
し
加
工
し

て
提
供
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
メ
ニ
ュ
ー

提
案
に
も
苦
労
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
魚
種
と
漁
獲
量
が
豊
富
な

但
馬
の
魚
を
使
う
こ
と
で
、
多
彩
な
メ

ニ
ュ
ー
の
提
案
と
と
も
に
、「
兵
庫
の
魚
」

を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
機
会
に
な

れ
ば
と
、
４
月
10
日
（
金
）
大
西
会
長

が
Ｊ
Ｆ
但
馬
柴
山
支
所 

寺
川 

寿
人
さ
ん

（
同
支
所
青
壮
年
部
長
）
の
も
と
を
訪
れ
、

食
材
提
供
へ
の
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　
寺
川
さ
ん
は
６
次
産
業
化
に
か
か
る

総
合
化
事
業
計
画
の
認
定
を
受
け
、
漁

獲
か
ら
加
工
・
販
売
ま
で
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
次

加
工
さ
れ
た
水
産
物
の
提
供
が
可
能
と
の
こ
と
で

す
。
打
合
せ
で
は
、
寺
川
さ
ん
か
ら
但
馬
の
魚
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
、「
但
馬
の
魚
と
そ
の
美
味
し
さ

を
知
っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
な
の
で
是
非
協
力
し

た
い
」
と
さ
れ
、
Ｊ
Ｆ
但
馬
や
但
馬
地
区
漁
協
青
壮

年
部
の
理
解
も
あ
り
、
試
験
的
に
始
め
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
関
西
学
院
大

学
、
兵
庫
県
立
大
学
と
の
商
談
に
お

い
て
、
５
月
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ホ

タ
ル
イ
カ
・
ハ
タ
ハ
タ
の
採
用
が
決

定
し
提
供
し
た
と
こ
ろ
、
こ
ち
ら
も

３
日
間
と
も
に
早
々
の
完
売
と
な

り
ま
し
た
。
大
学
生
協
関
係
者
か
ら

は
「
今
後
も
使
い
た
い
」
と
の
声
が

上
が
る
ほ
ど
好
評
を
得
て
お
り
、
こ

れ
か
ら
も
但
馬
の
魚
が
提
案
さ
れ

る
予
定
で
す
。

　
こ
の
取
り
組
み
に
は
、
さ
ら
に
他

大
学
も
興
味
を
示
し
て
お
り
、
ま
す

ま
す
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ 

Ｓ
Ｅ
Ａ
丼
か
ら
目

が
離
せ
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

（一財）兵庫県水産振興基金

学生が自ら、海や漁業の現状を紹介するポスターを作ってくれました（兵庫県立大学姫路キャンパス）

大西会長（中央）・寺川さん（右）はともに大輪田塾修了生という繋がり

４月のLOVE SEA丼は「いかなご釜揚げ丼」

ＬＯＶＥ ＳＥＡ丼に新展開

　但馬の魚の提供と兵庫県立大学への食材提供開始！

学生制作のホタル
イカ・ハタハタのポ

スター

（関西学院大学生
協）
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ガザミふやそう会 会員募集!!
　自然の力によってガザミ資源を増強しようという取り組みを実践する「ガザミふやそう会」（大西 正起
会長）は、全国でも高く評価され、他県でも行われるなど大きな輪となって広がっています。

　昭和61年から始まったこの取り組みは、県内漁業者、ＪＦ、系統団体のほか、
一般市民や他県の水産関係者からの会費によって運営されており、現在、平成27
年度の会員を募集しています。“兵庫発”の取り組みに、是非ご賛同ください。

平成27年度の新しい会員証（オリジナルQUOカード）が出来ました！

　～会費・入会に関して～
　 ・会費は1,000円／年です。
　・会員の証として、オリジナルＱＵＯカード（500円分）をお渡しします。
　・取り組みの内容など詳しくはＪＦ兵庫漁連ホームページをご覧ください。

【事務局】　　〒675-0163　加古郡播磨町古宮字堀坪１－４　ＪＦ兵庫漁連のり流通センター内
　　　　　　　　　　　　ＪＦ兵庫漁連のり海藻事業本部資材部　ガザミふやそう会事務局
　　　　　　　　　　　　TEL：０７８－９４２－９２７２　FAX：０７８－９４２－９３４０

生
サ
ワ
ラ
丼
の
振
舞
い

　

～
系
統
団
体
職
員
に
振
舞
い
Ｐ
Ｒ
～

（
一
財
）兵
庫
県
水
産
振
興
基
金

　
今
年
度
の
発
売
が

４
月
か
ら
始
ま
っ
た

生
サ
ワ
ラ
丼
は
、
淡

路
島
サ
ワ
ラ
食
文
化

推
進
協
議
会
（
福
島 

富
秋
会
長
：
Ｊ
Ｆ
五

色
町
組
合
長
）
が
制

作
し
た
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
を
使
っ
て
の
Ｐ

Ｒ
を
行
い
、
各
地
で

好
評
を
得
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
を
漁
業

系
統
団
体
で
も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
「
生
サ

ワ
ラ
丼
の
振
舞
い
」
が
、
５
月
25
日
（
月
）
水

産
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
系
統
団
体
職
員
を
対
象
に
用
意
さ

れ
た
生
サ
ワ
ラ
丼
・
タ
タ
キ
各
70
食
の
準
備
に

た
め
、
Ｊ
Ｆ
五
色
町 

福
島
組
合
長
を
は
じ
め

役
職
員
・
青
壮
年
部
員
と
洲
本
市
職
員
ら
が
準

備
に
追
わ
れ
ま
し
た
。
提
供
さ
れ
た
の
は
、
温

か
い
ご
飯
に
生
サ
ワ
ラ
を
並
べ
、
お
好
み
で
刻

み
海
苔
・
ゴ
マ
を
乗
せ
て
ダ
シ
醤
油
を
掛
け
る

も
の
で
、
食
べ
た
職
員
ら
か
ら
は
大
変
好
評
を

得
ま
し
た
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
「
今
期
の
サ
ワ
ラ
漁
は
順

調
。
丼
の
Ｐ
Ｒ
は
、
何
度
か
開
催
さ
れ
た
イ
ベ

ン
ト
で
も
好
評
を
得
て
い
る
。
20
店
舗
に
拡
大

し
た
各
店
舗
で
の
売
れ
行
き
も
良
い
と
聞
い
て

い
る
の
で
期
待
し
た
い
」
と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
水
産
会
館
で
行
わ
れ
た
Ｊ
Ｆ
兵

庫
漁
連
シ
ー
ト
ク
ラ
ブ
の
料
理
教
室
で
も
サ
ワ

ラ
が
取
り
扱
わ
れ
、
ま
さ
に
“
サ
ワ
ラ
一
色
”

と
な
っ
た
一
日
で
し
た
。

昼食時には大勢の職員が列を作りました
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各団体からの報告ＲＥＰＯＲＴ

　
５
月
19
日
（
火
）、
神
戸
市
内
に
お
い
て
（
公
社
）

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
協
会
（
理
事
長
：
井
戸 

敏
三

兵
庫
県
知
事
）
の
「
平
成
27
年
度
定
時
総
会
及
び
特

別
講
演
会
」
が
瀬
戸
内
海
の
関
係
団
体
（
行
政･

漁

業･

環
境
関
係
等
）参
集
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
井
戸
知
事
よ
り
「
今
、
瀬
戸
内
海
の
水
質
は

改
善
し
、
き
れ
い
に
な
っ
た
が
、
漁
獲
量
が
過
去
と
比

べ
６
割
も
減
っ
て
し

ま
っ
た
。
ま
た
、
白

砂
青
松
に
例
え
ら
れ

る
美
し
い
海
岸
が
な

く
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
そ
れ
ら
課
題
に

対
処
す
る
た
め
、
先

月
瀬
戸
内
海
再
生

議
員
連
盟
が
超
党
派

が
出
来
て
お
り
、
今

国
会
で
の
瀬
戸
内
海

特
措
法
の
改
正
を
期

待
す
る
。」
と
挨
拶

さ
れ
、
続
く
、
来
賓

の
環
境
省
閉
鎖
性
海

域
対
策
室 

根
木 

桂

三
室
長
は
「
本
年
２

月
に
新
た
な
瀬
戸
内

海
環
境
保
全
基
本
計

画
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
今
後
赤
潮
対
策

に
加
え
て
貧
酸
素
や

生
物
多
様
性
・
生
産

性
の
確
保
を
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
。」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
総
会
で
は
、

平
成
27
年
度
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
月
間
ポ
ス

タ
ー
の
優
秀
賞
等
受
賞
者
の
表
彰
も
行
わ
れ
、

議
事
は
滞
り
な
く
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
後
の
特
別
講
演
で
は
、（
独
）
水
産

大
学
校 

鷲
尾 

圭
司
理
事
長
が
登
壇
し
、「
海

の
“
豊
か
さ
”は
人
に
よ
っ
て
見
解
が
様
々
。

海
水
浴
を
す
る
人
は
単
に
き
れ
い
な
海
、

漁
業
者
は
魚
の
湧
く
海
な
ど
望
む
も
の
が

様
々
。
今
後
ど
う
折
り
合
い
を
つ
け
て
い
く

の
か
知
恵
の
み
せ
ど
こ
ろ
。」
と
し
た
豊
か

な
海
づ
く
り
へ
の
意
識
啓
発
と
、「
富
栄
養

の
背
景
に
は
、
戦
後
の
食
糧
増
産
の
た
め
の

農
業
用
化
学
肥
料
の
大
量
投
入
が
あ
っ
た
た

め
。
こ
れ
か
ら
の
漁
業
は
消
費
者
の
需
要
に

合
っ
た
少
量
多
品
種
生
産
と
い
う
質
を
重
視

す
る
こ
と
を
視
野
に

入
れ
る
と
と
も
に
、

世
界
の
食
糧
問
題
を

考
え
れ
ば
、
国
土
に

資
源
と
情
熱
を
再
び

投
入
し
、
生
物
生
産

力
を
高
め
る
国
民
運

動
が
大
切
で
、
物
質

循
環
に
配
慮
し
た
持

続
可
能
な
モ
デ
ル
が

必
要
」
と
締
め
く
く

ら
れ
ま
し
た
。

（公社）瀬戸内海環境保全協会 定時総会を開催

ＪＦ兵庫漁連

最優秀賞
中尾拓人（徳島県吉野川市 小学生）

講演を行う鷲尾理事長



　
５
月
29
日

（
金
）、
淡
路

地
区
漁
協
青

壮
年
部
連
合

会
（
山
崎 

大

輔
会
長
：
Ｊ

Ｆ
淡
路
島
岩

屋
）
は
洲
本

市
内
で
平
成

27
年
度
通
常
総
会
を
終
え
た
あ
と
、
学
習
会
「
海
中
転
落
防
止
と
救
命
衣
着

用
の
必
要
性 

～
生
き
抜
く
た
め
に
～
」
を
開
催
し
、
神
戸
運
輸
監
理
部
海

上
安
全
環
境
部 

筒
井 

宣
利
調
整
官
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　
筒
井
講
師
は
海
中
転
落
が
起
っ
た
際
に
予
想
さ
れ
る
低
体
温
症
（
ハ
イ
ポ

サ
ー
ミ
ア
）
の
症
状
や
、
そ
れ
を
引
き
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
の
Ｈ

Ｅ
Ｌ
Ｐ
の
姿
勢
を
紹
介
し
、
呼
吸
の
確
保
と
と
も
に
、
生
き
抜
く
強
い
意
志

を
持
つ
こ
と
の
重
要
性
を
話
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
海
中
転
落

時
に
船
に
よ
じ
登
る
こ
と
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
船
に
取

り
付
け
て
お
く
縄
梯
子
を
作
成

す
る
実
習
が
あ
り
ま
し
た
。
開

始
早
々
、
素
早
く
綺
麗
に
作
り

上
げ
る
参
加
者
が
多
く
見
ら

れ
、
比
較
簡
単
な
海
難
防
止
の

手
法
と
し
て
認
識
し
て
も
ら
え

た
よ
う
で
す
。
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命を守る運動
海上安全講習会

　ＪＦ・系統団体が各地で開催している「命を守る運動 
海上安全講習会」。
　今回は摂播地区・淡路地区の両漁青連が総会後に 
海上安全講習に関する学習会を開催しました。

～ＡＥＤと縄梯子作成～

　
摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組

合
青
壮
年
部
連
合
会
（
大
西 

正

起
会
長
：
Ｊ
Ｆ
伊
保
）
は
平
成
27

年
度
通
常
総
会
を
、
５
月
23
日

（
土
）
Ｊ
Ｆ
兵
庫
漁
連
の
り
流
通

セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
、
そ
の
後
、

学
習
会「
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇
生
法
）

に
つ
い
て
」
を
行
い
ま
し
た
。
講

師
に
は
日
本
光
電
関
西
㈱ 

森 

澄

孝
氏
を
講
師
に
迎
え
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
の

実
践
方
法
に
加
え
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
基

本
的
な
操
作
方
法
と
注
意
事
項

を
、
人
形
を
使
っ
た
実
習
を
交
え
な
が
ら
学
び
ま
し
た
。

　
森
講
師
か
ら
は
①
慌
て
て
し
ま
っ
て
直
ぐ
に
Ｃ
Ｐ
Ｒ
（
胸
骨
圧
迫
）
に
取
り

掛
か
っ
て
し
ま
う
が
、
ま
ず
は

１
１
９
番
通
報
を
す
る
、
②
Ｃ

Ｐ
Ｒ
は
肋
骨
が
折
れ
て
も
続
け

る
こ
と
、
③
Ｃ
Ｐ
Ｒ
は
１
分
間

に
１
０
０
回
以
上
の
テ
ン
ポ 

と

い
っ
た
注
意
点
が
話
さ
れ
、
人

形
を
使
っ
た
実
習
で
は
、
参
加

者
は
３
人
１
組
と
な
っ
て
交
代

で
絶
え
間
な
く
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
行
う

と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
注
意
点

も
確
認
し
つ
つ
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

摂
津
播
磨
地
区
漁
業
協
同
組
合
青
壮
年
部
連
合
会 

学
習
会

淡
路
地
区
漁
協
青
壮
年
部
連
合
会 

学
習
会

縄梯子を簡単に作り上げたＪＦ南淡 西山 征吾さん、
西野 智哉さん、西野 恵介さん（左から）
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ライフジャケットを
着用しよう！

ライフジャケット・浮力合羽の購入は
所属JFかJF兵庫漁連資材部（０７８－９４２－９２７２）までお問い合わせください

〜安全をサポート〜
浮力合羽はお持ちですか？

新しい膨張式ライフジャケットが発売されています。
動きやすいよう胸の部分が短くなって、手動で膨張させる紐も
引っ掛かりま
せん！
是非、お試し
下さい！

ＪＦ兵庫漁連が開発したもので、浮力は十分あります。
※ 国土交通省の型式承認試験基準に合格したものではありませ

んので、一人乗りの漁船の場合、ライフジャケットを着用して
ください。

海難事故をなくそう！

膨 張 式 ライフ
ジャケット
モデル：
　ＪＦ兵庫漁連
　のり検査部
　殿垣 学さん

大輪田塾 第 11期生 募集しています。
　平成17年に開講された「大輪田塾」。
　めまぐるしく変化する社会・経済情勢に対応し、将来にはＪＦ組織を支えていける人材育成を目的に始まり、すでに卒
塾生は地域のリーダーとして活躍されています。
　講義は、県・系統団体をはじめ多彩な講師陣による月１回の座学を中心に、外部研修や事務局が適当と認めた会議等も
聴講できるといった幅広い知識の習得が可能なカリキュラムを組んでいます。

　この「大輪田塾」では現在、10月に入塾される第11期生を募集しています。
　皆様のご応募をお待ちしております。

◎応募資格
　①�原則として、漁業歴10年以上かつ45
歳未満

　②�原則として、ＪＦ関係役職員歴10年以
上かつ45歳未満

のいずれかに該当する者で、所属する組織
代表者の推薦を受けた者

◎在籍年限
　原則２年（最長３年）

　募集は８月末に締切、その後、面談を行い運営委員会の選考を経て、10月に入塾式を行います。
　詳しくは大輪田塾事務局まで。
　（募集要領・願書などの書類は各ＪＦ・系統団体宛にお送りしています。）

問合せ先（事務局）　�（一財）兵庫県水産振興基金  大輪田塾事務局
〒673-0883　明石市中崎１丁目２－３　�TEL�０７８－９１９－１３３１

ＪＦ兵庫漁連水産加工センターの見学（県内研修） 外傷への対応（水産会館）

浮きます
!

モデル：
　ＪＦ兵庫漁連
　広報部
　楊　理惠さん
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　兵庫県農協青壮年部協議会は４月24日、兵庫

県農業会館で「第59回通常総会」を開催しました。

総会には、県内の５組織の代表者をはじめ各連合

会からの来賓、事務局等24人が出席。26年度の

活動報告や27年度の活動計画など４議案が全て

承認されました。

　平成27年度の重点項目として、①組織活動強

化②農業経営に関する学習活動③農政問題の共有

を挙げました。組織活動強化の取り組みでは、Ｊ

Ａ青壮年組織の活動の活性化に向けて他組織・他

団体との交流活動を行います。

　新役員には、委員長に原智宏氏（ＪＡ丹波ささ

やま青年部）、副委員長に井上幸一氏（ＪＡ兵庫

南青壮年部会）、監事に植田博成氏（ＪＡたじま

青壮年部）が選出されました。

　原新委員長は「新役員と県内のＪＡ青壮年組織

盟友の皆さんと共に、県内組織活動強化にベスト

を尽くしたい」と今後の抱負を語りました。

　たじま医療生活協同組合では、毎年行っている
「送迎ボランティア」懇親会を、今年初めて「抱っ
こボランティア」と合同で行い、養父市八鹿町の
但馬長寿の郷に、合わせて19人が集まりました。
外来受診の支援として活動する「送迎ボランティ
ア」、子育て支援の一環として、予防接種など診
療所に来られる赤ちゃんを抱っこする「抱っこボ
ランティア」の方々が交流を深めました。
　懇親会の前に、それぞれの会議を行い、日頃の
活動における課題等を話し合いました。会議終了
後、机を一つに並べてお互いのボランティア活動
がどういうものか理解を深めたり、楽しく歓談し
たりしました。
　豪華弁当や久美浜湾水揚げの「かき」、送迎ボ
ランティアと抱っこボランティアに参加のご夫婦
の手作りおでんが大好評で「こんなにすごい料理
とは思わなかった」「来年もぜひ参加したい」と
声が上がりました。
　また、福祉施設等を回って三線や尺八を演奏し
ておられる「なごみ」のお二人と一緒に歌を歌い、
大いに盛り上がりました。尺八を吹かせてもらっ
た方もありましたが音が出ず、難しさを実感され
ていました。
 「おいしいものを食べてばかりではだめ！運動
もしましょう」と、みんなでサンバを踊り、カロ
リーを消費。医療生協らしさもあり、大笑いの楽
しい親睦会でした。

「第59回通常総会」を開催
委員長に原智宏氏

ボランティア懇親会で
交流を深める

平成27年度県青協役員の原委員長（中央）、
井上副委員長（左）、植田監事（右）

お詫び

５月発行の拓水第703号 ３頁の「平成27年度 県功労者表彰」において、下記の表記に誤りがありました。
関係者の皆様には大変ご迷惑をお掛けいたしました。ここに訂正して、お詫び申し上げます。

　　本文１行目

　　　　誤   ○○○ 「平成26年度県功労者表彰」　　　→　　　正 ○○○  「平成27年度県功労者表彰」

◀ 「なごみ」の
　演奏

▶ 踊って
　カロリー
　消費！



　
５
月
の
大
輪
田
塾
は
、水
産
会
館
に
て
12
日（
火
）、26

日（
火
）の
２
回
開
講
し
ま
し
た
。

　
12
日（
火
）は「
漁
業
法
概
要
」で
県
水
産
課
漁
政
班
漁

業
管
理
担
当 

西
野 

英
樹
主
幹
と
峰 

浩
司
主
査
を
講
師
に

迎
え
ま
し
た
。西
野
主
幹
は
、漁
業
権
の
性
格
や
種
類
、

そ
の
免
許
ま
で
の
流
れ
な
ど
を
中
心
に
、峰
主
査
か
ら
は

漁
業
調
整
規
則
に
つ
い

て
詳
し
く
講
義
が
あ
り

ま
し
た
。毎
年
開
講
し

て
い
る
こ
の
講
義
で
す

が
、
塾
生
か
ら
は「
何

度
聞
い
て
も
勉
強
に
な

る
」と
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

　
26
日
は
、「
美
し
く
豊
か
な
海
を
目
指
し

て
」と
し
て
伊
勢
・
三
河
湾
流
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
共
同
代
表
世
話
人 

井
上 

祥
一
郎
氏

を
招
き
、様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ
る
技
術

士
と
し
て
の
立
場
か
ら
三
河
湾
を
は
じ
め
諏

訪
湖
・
宍
道
湖
の
環
境
保
全
と
森
川
海
の
繋

が
り
に
つ
い
て
講
義
が
あ
り
ま
し
た
。今
回

は
、秋
に
大
輪
田
塾
が
10
周
年
を
迎
え
る
こ

と
か
ら
、そ
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
開

講
さ
れ
た
も
の
で
、修
了
生
も
多
く
受
講
し

ま
し
た
。講
義
で
は
、海
底
の
底
質
改
善
の

理
論
や
青
潮
抑
制
技
術
、ダ
ム
が
自
然
環
境

に
及
ぼ
す
影
響
な
ど
、多
岐
に
わ
た
る
内
容

で
あ
り
、熱
心
に
メ
モ
を
と
る
塾
生
の
姿
が

見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。
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◆
丹
波
路
の
禅
寺
に
「
不
許
葷
酒
入
山
門
」と
刻
ま
れ
た
石
柱
が
あ
っ
た
。
葷

と
は
ニ
ン
ニ
ク
や
ニ
ラ
等
の
臭
い
ネ
ギ
属
の
野
菜
で
、
ス
タ
ミ
ナ
が
付
き
過

ぎ
て
修
行
の
邪
魔
と
禁
じ
て
い
る
。
匂
い
が
強
い
タ
マ
ネ
ギ
や
ネ
ギ
・
ラ
ッ

キ
ョ
ウ
を
含
め
、
野
菜
パ
ワ
ー
の
強
さ
は
昔
か
ら
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
刺
激

臭
や
辛
み
が
特
徴
だ
。
成
分
ア
リ
イ
ン
は
切
っ
た
り
擦
り
お
ろ
す
と
酵
素
が

働
き
ア
リ
シ
ン
に
変
化
す
る
。
当
初
ア
リ
シ
ン
に
様
々
な
効
用
が
あ
る
と
思

わ
れ
た
が
、
ア
リ
シ
ン
は
体
内
で
サ
ラ
に
分
解
さ
れ
イ
オ
ウ
化
合
物
に
変
っ

て
、
そ
の
生
理
作
用
で
、
血
行
促
進
・
過
労
や
食
欲
不
振
・
精
神
安
定
・
風
邪

の
予
防
に
も
効
果
が
あ
る
と
判
明
し
て
い
る
。
ネ
ギ
類
の
持
っ
て
い
る
此
れ

ら
の
成
分
が
健
康
増
進
に
大
い
に
い
い
。

◆
ネ
ギ
の
葉
は
左
右
に
し
か
出
な
い
。
葉
が
左
に
出
る
と
次
の
葉
は
正
反
対

の
右
に
出
る
。
そ
の
た
め
、
葉
の
向
き
を
揃
え
て
定
植
す
れ
ば
、
間
隔
を
詰
め

て
も
蒸
れ
る
こ
と
無
く
、
狭
い
場
所
で
密
植
が
可
能
と
な
っ
て
多
く
植
え
ら

れ
る
。
根
深
ネ
ギ
に
す
る
に
は
、
何
度
か
土
寄
せ
し
畝
高
く
し
軟
白
す
れ
ば
善

い
が
、
あ
る
程
度
育
っ
た
の
を
深
く
植
え
直
し
て
白
く
す
る
法
も
あ
る
。
粘
土

質
の
土
を
高
く
盛
り
上
げ
、
白
く
て
長
い
ネ
ギ
を
拵
え
、
鍋
物
に
活
か
す
。
冬

の
楽
し
み
で
あ
る
。
ま
た
ネ
ギ
を
甘
味
噌
タ
レ
で
和
え
た
ヌ
タ
も
実
に
美
味

し
い
。

◆
生
姜
は
唐
辛
子
ほ
ど
主
張
せ
ず
、
ニ
ン
ニ
ク
ほ
ど
の
個
性
も
な
い
が
、
特
有

の
香
り
と
辛
み
に
よ
り
食
欲
不
振
を
吹
き
飛
ば
し
て
く
れ
る
。
香
辛
料
と
し

て
昔
か
ら
身
近
に
あ
り
、
利
用
し
て
い
る
薬
用
植
物
だ
。
イ
ン
ド
の
伝
承
医
学

で
「
万
病
の
薬
」と
い
わ
れ
、
食
欲
を
増
進
さ
せ
消
化
を
促
し
、
健
胃
剤
・
発

汗
剤
と
し
て
利
用
す
る
。
十
四
世
紀
の
ペ
ス
ト
大
流
行
の
時
に
は

特
効
薬
と
し
て
活
用
さ
れ
た
が
、
大
量
に
汗
を
か
く
事
で
病
魔
を

退
散
さ
せ
た
ら
し
い
。
治
療
体
系
で
は
発
汗
法
が
重
視
さ
れ
、
毒
素

を
汗
に
し
て
排
泄
さ
せ
る
の
が
良
い
と
い
う
。
風
邪
の
時
も
熱
燗

に
生
姜
を
擦
っ
て
入
れ
、
大
量
に
汗
を
か
け
ば
快
癒
す
る
そ
う
だ
。

英
語
の
ジ
ン
ジ
ャ
ー
は
乾
し
た
生
姜
を
指
し
ビ
ス
ケ
ッ
ト
や
ケ
ー

キ
・
パ
ン
な
ど
に
使
う
。

◆
徳
川
11
代
将
軍
・
家
斉
公
は
正
妻
の
ほ
か
十
七
人
の
愛
妾
と
の

間
に
、
五
十
五
人
の
子
を
も
う
け
子
宝
日
本
一
の
記
録
を
建
て
た
。

そ
の
強
精
の
秘
密
は
、
毎
食
に
生
姜
を
食
べ
る
事
だ
っ
た
そ
う
で
、

生
姜
が
強
精
剤
と
な
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
生
姜
は
熱
帯
ア
ジ
ア
の

原
産
種
な
が
ら
、
早
く
か
ら
栽
培
さ
れ
愛
用
し
て
き
た
が
、
体
を
温

め
る
事
に
よ
り
新
陳
代
謝
を
良
く
し
て
体
調
が
保
て
る
の
で
あ
る
。

冷
え
性
に
悩
む
人
は
、
生
姜
を
も
っ
と
活
用
す
れ
ば
い
い
。
ま
た
生

姜
の
成
分
に
、
血
小
板
凝
集
抑
制
の
効
果
が
判
り
、
血
栓
症
の
予
防

に
も
役
立
ち
、
い
わ
ゆ
る
血
液
サ
ラ
サ
ラ
効
果
が
認
め
ら
れ
て
い

る
。
生
姜
や
ネ
ギ
な
ど
は
、
も
っ
と
利
用
さ
れ
て
い
い
野
菜
だ
と
思

う
。
植
物
の
持
つ
有
効
成
分
に
大
い
に
感
謝
な
の
で
あ
る
。

००
写真と文

༡ํࢠ

ネギとショウガ

不
許
葷
酒
入
山
門

漁
業
法
と
環
境
技
術
に
つ
い
て

【
今
後
の
大
輪
田
塾
の
予
定
】

６
月
９
日（
火
）

　
「
水
協
法
概
要
」（
講
師
：
県
水
産
課
漁
政
班 

望
月
班
長・都
倉
主
査
）

６
月
23
日（
火
）

　
「
農
協
改
革
に
つ
い
て
」（
講
師
：
Ｊ
Ａ
兵
庫
中
央
会 

浜
田 

充
専
務
）

　
「
実
践
版 

効
果
の
上
が
る
魚
食
普
及
」

 

（
講
師
：
㈱
ウ
エ
カ
ツ
水
産
代
表 

上
田
勝
彦
氏
）

７
月
４
日（
土
）　
大
輪
田
塾
10
周
年
記
念
式
典（
於
：
神
戸
市
）

西野主幹による講義の様子

講義を行う井上氏 峰主査はライフジャケットの着用を呼びかけました
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